『新しき土 / サムライの娘』(1) : 映画と文化交流 by 上田 浩二
　日独初の合同製作映画『新しき土』は、1937年 2月 4日、帝劇1）に多数の皇
族、政府高官、各国の駐日大使を迎え華やかに初公開された。それから一か月






































 3） 後に検討する雑誌『セルパン』68号（1936年 10月）にファンクの「手記」が載っ
ているが、そのリード部分には『聖なる米』、『土地なき人』というタイトル案が




ている。（『キネマ旬報』第 603号、1937年 3月 1日、37頁）。
































 8） 「山岳映畫と私」。『映画の友』1936年 4月号、73頁。
 9） 1936年 12月 3日の報知新聞は、「初め四十五萬圓の製作豫算がつひに七十五萬円
とまで膨張し、ドイツ側が三十萬圓を支出し、我が外務省文化部が一萬五千圓を補
助したとはいへ、東和商事と JOの負擔は正に三十萬圓の超過」と伝えている。













































































































































13） 川喜多長政『私の履歴書⑥』日経新聞、1980年 4月 5日。
14） 同上⑦、日経新聞、1980年 4月 9日。
15） 同上⑨、日経新聞、1980年 4月 11日。
16） 川喜多かしこ・佐藤忠男『映画が世界を結ぶ』創樹社、1991年、39頁。
























































ス語の le Serpent であり、聖書においてはアダムとイブに、「知」を象徴する禁断
の果実を勧める存在。蛇はまた生命力の象徴でもある。
22） 同上。





















































































されたのは、この 3か月ほど前の 3月 28日だった。そして、これを輸入して国内
配給したのは他ならぬ東和商事だった。
29） Arnold Fanck “Er führte Regie mit Gletschern, Stürmen und Lawinen.  Ein 















































































































































































































42） Arnold Fanck: „DIE TOCHTER DES SAMURAI　Ein Film im Echo der 
deutschen Presse“ （私家版）、1938年。




































































































































































































































































































































　ベルリンにおける『サムライの娘』の初上映から 1年後の 1938年 3月 22日、
ファンクは小冊子 “DIE TOCHTER DES SAMURAI　Ein Film im Echo 











































































52） NHK “ドキュメント昭和” 取材班『ドキュメント昭和 4　トーキーは世界をめざ
す』137頁参照。
53） “Der deutsche Film  Zeitschrift für Filmkunst und Filmwirtschaft” 1937年 5月 11
日号。




















































































































































































































































































































































































































































































ツ映画史研究のスタンダードワークともいえる“Geschichte des deutschen Films”
（hrsg. v. W. Jakobsen, Anton Kaes und Hans Helmut Prinzler, 2., akutualisierte 
Auflage. Verlag J. B. Metzler, 2004）も、『聖山』（1926年）から『白銀の乱舞』（1931
『新しき土 /サムライの娘』（ 1 ） 51
性を生かした劇映画に移っていた。ファンクも時代に取り残されつつあること
を充分に意識していたのであろう。一方では時代の趨勢に乗り遅れまいとして
ナチ政権に接近し、世界で孤立を深めていた日独両国の提携に手を貸そうとし
て、日独協同製作映画にそのイデオロギーをぎこちなく取り入れる。しかし、
個人的に親日的な感情を抱いたにせよ、ファンクの眼は明らかにドイツの映画
界だけに向けられていた。他方では、こうした映画製作の経歴ゆえに、完成し
た『サムライの娘』は、自然描写などの視覚的表現の多さ、劇的なストーリー
展開の弱さ、サイレント時代の中間字幕を思わせる登場人物間の会話など、劇
映画とも文化映画ともつかない中途半端な映画となっている。結局「劇的文化
映画」は、いかにも異文化を紹介するという教養番組的な発想を超え、紹介の
意図をストーリーにさりげなく織り込む方向を示す、まだ熟さない提案であっ
たと言えよう。これによって、観客は自分たちとは異なる社会の日常生活、慣
習、価値観などを、ほとんど意識することなく受け入れる。同時に、製作側の
隠された意図やイデオロギーが抵抗なく、そればかりか共感をもって受けとめ
られる可能性も出てくる。『サムライの娘』は、この種の試みとしては「意図」
をあからさまに出し過ぎているが、映画による文化交流を考える上で避けられ
ない問題点を萌芽的に示すものである。
　これに対し、ファンクが決定権を握って筋と場面を設定した枠のなかで製作
することを強いられた伊丹万作の「日英版」が、どのような視点から描かれた
かは、稿をあらためて論じたい。
年）までを例に挙げ、ファンクの「これより以後の劇映画にあってさえ、その出自
は否めない」と指摘している（74頁）。
